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令和5年8月4日【金】
　市内教職員の地域研修として地域素材巡り「まるごと三笠」を実施しました。

　公民館を出発し、桂沢ダム展望デッキにて、幾春別
川ダム管理事務所所長よりダムの役割や工事についての説明がありました。嵩上げ
されたダムの様子を確認することができました。次に「桂沢ダム原石山」に移動し、
掘り出された石とコンクリートを混ぜてダム工事が進められた地層の大きな崖を
見学しました。
　原石山の地層については、博物館の加納館長によ

る説明があり、頂上からの壮大な景色を堪能しました。普段は立ち入り禁止のため、
訪れることが難しい場所となっており、貴重な体験となりました。
　次に野外博物館エリアで、ジオパーク推進協議会の上口事務局員の説明により
北海道内で最も古い旧幾春別炭鉱錦立坑櫓の内部も見学できました。また「地層タ
イムスリップ」と称して幾春別層と三笠層をまたぐと5000万年の時間を飛び越え
る場所もあり力強い大
地の動きを実際に学ぶ
ことができました。そ
の後、博物館内部で展
示されているアンモナ
イト等を中心に見学し
ました。
　キッチンスタジアムで昼食後、三笠市文化芸術振興促進施設「ciel」を見学し鉄道記念館へと向かいました。

　鉄道記念館では、北海道の鉄道の歴史を説明していただ
き、村内にある蒸気機関車に体験乗車しました。
　三笠の特徴的な施設を巡り、地域科など今後の教科指導
に活用できる内容であったという感想をいただきました。
ご協力くださいました関係の皆様ありがとうございまし
た。今後も三笠市を深く理解できる研修となりますよう工
夫して実施したいと考えております。

研 究 所 だ よ り

教育三笠
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猿夏季講座　　猿まるごと三笠

　

例
年
に
な
い
猛
暑
の
夏
も
過
ぎ
、秋
を
感

じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。今
号
の「
教
育
三

笠
」で
は
、今
年
度
の「
三
笠
小
中
一
貫
教
育
」

の
概
要
と
好
評
だ
っ
た「
夏
季
講
座
」、「
ま
る

ご
と
三
笠
」に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。三
笠

市
の
教
育
の
現
状
を
知
る
一
助
と
な
り
、今

後
の
実
践
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
号
は
、「
岡
萱
小
中
一
貫
教
育
」の
取
組

を
中
心
に
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。引
き
続

き
、教
育
研
究
所
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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編
集
後
記

１
．研
究
主
題

　
「
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と

学
び
合
う
授
業
づ
く
り
」

　

～
資
質
能
力
の
３
つ
の
柱
を
伸
ば
す

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
～

２
．研
究
の
仮
設

◦�

研
究
の
３
つ
の
視
点
を
小
中
で
リ
ン
ク
さ
せ
る

こ
と
で
、児
童
生
徒
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
学

び
合
い
、資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う

３
．目
指
す
生
徒
像

◦�

課
題
解
決
に
向
け
て
自
分
の
考
え
を
持
ち
、そ
れ

を
表
現
す
る
こ
と
で
自
己
の
責
任
と
存
在
価
値

を
認
識
で
き
る
生
徒

４
．研
究
の
内
容

◆
学
び
の
ス
タ
イ
ル（
１
年
次
の
重
点
）

【
目
指
す
授
業
】生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
み
、考
え

続
け
て
い
る
授
業

①�

課
題
設
定
⇨
個
人
思
考
⇨
集
団
思
考
⇨
全
体
交

流
⇨
ま
と
め
⇨
振
り
返
り
の
ス
タ
イ
ル
の
定
着

②�

各
教
室
に
課
題(

青)

・
ま
と
め(

赤)

・
振
り
返
り(

緑)

の
カ
ー
ド
を
小
中
で
統
一
し
活
用

◆
学
び
の
プ
ラ
ン（
２
年
次
の
重
点
）

【
目
指
す
授
業
】本
時
の
目
標
が
適
切
に
設
定
さ
れ
、

そ
れ
が
達
成
さ
れ
る
授
業
、単
元
全
体
を
通
し
て
育

む
指
導
計
画（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）、

協
働
学
習
の
意
図
的
位
置
づ
け

①�

協
働
学
習
の
考
え
方
の
研
修

②�

児
童
生
徒
も
教
師
も
気
軽
に
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ

活
動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

◆
学
び
の
ツ
ー
ル（
１
・
２
年
次
の
重
点
）

【
目
指
す
授
業
】Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、児
童
生
徒

の
思
考
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な
る
授
業

令
和
５
年
度

三
笠
小
中
一
貫
教
育
の
概
要

学校祭・演劇（１年生）
学校祭・合唱（２年生）

学校祭・ダンス（３年生） 学校祭・平面アート（３年生）

新桂沢ダム展望デッキ

原石山

旧幾春別炭鉱錦立坑櫓

鉄道記念館 クロフォード公園

神泉隧道 野外博物館エリア

三笠高校出身地域おこし隊員によるランチ
【キッチンスタジアム】

背後は嵩上げされたダム
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◇９年間の学びの変容 （◆�目指す児童生徒の姿）
導入 展開前段 展開後段 終末

中
２
・
３
年

◆�自分たちで既習内容を踏まえて
課題を見いだす。

◆�自分で解決方法を考え、見通しを
もつ。

◆�解決できたら他の方法で考えた
り、つまずいたら別の方法で考え
たりと粘り強くやってみる。

◆�つまずいた時、「ここが分からな
い」と自分から仲間に尋ねたり、で
きたらつまずいている子に自分か
ら声をかけて助言したりする。

◆�仲間との関わりを通して、 納得、理
解につながる交流を自分から行
う。

◆�考えの根拠や交流の目的、交流の
中での考えの変容を意識しなが
ら伝え合う。

◆�自分でまとめ、仲間と交流して確かに
する。

◆�自分のよさ、仲間のよさ、 次への学習、
生活とのつながりについて考え、表現
する。

小
６
・
中
１
年

◆�提示された問題から交流し、課題
を見いだす。

◆�教師の助言をもとに、児童生徒で
交流して解決方法を見つける。

◆�つながりのある手がかりを見つけ
て、自分で考える。
◆�つまずいたら 「わからない」と仲間
や教師に自分から尋ねたり、仲間
に尋ねられたら助言したりする。

◆�仲間の考えを自分の考えと関連
づけて聞き、自分の考えを話した
り、 質問したりする。

◆�考えの根拠や思考の流れを分か
るように組み立てて伝える。

◆�板書などから大切なことを見つけて
自分でまとめる。

◆�自分のよさ、 仲間のよさに気付き、次の
学習への意欲につなげる。

小
４
・
５
年

◆�提示された問題から、課題を見い
だす。

◆�提示された既習内容等から、見通
しをもつ。

◆� 「どれでできそうか」 選んで、自分
で考える。

◆�仲間の考えを自分の考えと関連づけ
て聞き、 つなげて自分の考えを話す。

◆�図などを指し示したり、動作や態度
で示したりしてわかりやすく伝える。

◆�提示されたキーワードを使って、自分
でまとめる。

◆�自分のよさに気付き、「もっとやりた
い」という思いをもつ。

小
２
・
３
年

◆�問題や事象などを理解する。
◆�本時の課題をつかむ。

◆�教師が示したヒントをもとに、自
分で考える。

◆�ハンドサインで自分の立場をはっ
きりさせて話す。
◆�自分の分かったこと、気付いたこ
とを順序よく話す。

◆�提示された文に、キーワードを入れて
まとめる。

◆�教師の示した視点について振り返り、
自分のよさを実感する。

小
1
年

◆�学習の約束を理解して、安心して授業に臨む。
◆�教師が示した場面、問題を理解し、一つ一つの学習活動を楽しみながら取り組む。

◆�学んだことを使って、意欲的に取り組む。
◆�できたことを見せたり、話したりして
認め合う。

（3） （2）

　令和5年8月1日【火】三笠市民会館に於いて本年度の夏季講座を実施
いたしました。三笠市内外より約70名の皆様にご参加いただき、3講座
それぞれのご専門の視点によりご指導いただき充実した内容で開催で
きました。

講座1　特別講座　
コミュニケーション・デザイン結
代表取締役　桜井 妙 様 / 税理士　八島 依子 様

「コミュニケーション能力を高めるために」

　まずはいかにコミュニケーションをとることが困難な事なのかをグループ
で実際に考える場面を設定いただき、興味を高める中で本質に迫る講座とな
りました。学校では、「WHY」なぜそれをするのか「HOW」どうしてするのかを
しっかり考えさせていくことが大切で、物事を「聞く」ではなく「聴く・見る」の
意識を高めて課題解決にあたらなければならないことを深く考える時間とな
りました。桜井講師のテンポ良いお話と、八島講師との具体的な場面を想定したやり取りの中から相手に対して上手に関
係を築くことの難しさを考える内容でした。
　参加の皆様からは、コミュニケーションの基本を学び多くの思い込みがあることに気づかされたことや講師のお人柄に
緊張がほぐれ、前向きに参加することができたとの感想を多くいただきました。時間を延長してもっと研修を深めたいと
いう希望も多くありました。

講座2　生徒指導関係講座　弁護士　太田 三夫 様
「学校教育におけるいじめ問題等の対応について」

　いじめの定義や構造について確認しながら、実際の事例を踏まえて、どこに
問題があり解決に向けての道筋は適切であったかを裁判例から学ぶ機会とな
りました。初期対応の大切さや保護者の意識を確認することなど、組織的な取
り組みの重要性を再認識することができました。
　教師が、問題の加害者になってしまうことの危険性も学び、情報を正確に共
有することの大切さを考えると共に、担任の立場であったらと振り返ること
のできた内容で、今後の生徒指導に活用できる講座となりました。

講座3　国語教育講座　
札幌国際大学人文学部現代文化学科　教授　高橋 伸 様

「思考力を高める授業づくり」

　個別最適な学びに目を向け、指導の個別化と学習の個別化について、実際の
授業を示しながら、指導方法についてわかりやすいご講話となりました。
　国語の教科から他の教科にも通じる研修となり、各校の多用な場面で活用
できることで授業改善へと直結するお話となりました。講師の間の取り方や
口調など人間性溢れる興味深い講座で、引き込まれたという感想も多く「話し
方」「説明の仕方」についても学ぶ機会となりました。
　授業の動画も準備いただき具体的な説明から教師の指導力を磨くことへの
ご示唆を多くいただきました。

　今年も、暑い夏の一日日程での夏季講座でし
たが、参加の皆様から参考になったとの感想を
多くいただきました。閉会式での江幡運営委員
長〔萱野中学校長〕の挨拶にもありましたが、今
日的な課題に向けて日常実践に役立つ多角的
な研修内容を設定することがで
きました。講師の皆様、ご協力く
ださいましたご参加の皆様に感
謝申し上げます。ご意見を参考に
今後も指導力向上の一助となる
よう期待に応えられる研修内容
を設定していきたいと考えます。

令和５年度　三笠市教育研究所主催  夏季講座
①
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

②
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
な
ど
の
活
用
状
況
の
交
流

５
．今
年
度
の
重
点
と
実
践

①
３
年
計
画
の
集
大
成
と
し
て
研
究
の
推
進

◦�「
課
題
」「
ま
と
め
」「
振
り
返
り
」を
中
心
と
し
た

学
び
の
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
、そ
の
中
で
、児
童

生
徒
が
学
び
の
質
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
研
修

を
深
め
、共
通
の
取
組
を
行
う
。

②
研
究
授
業
を
中
心
と
し
た
小
中
の
交
流

◦�

４
つ
の
部
会
を
中
心
と
し
た
個
々
の
研
究
授
業

や
年
２
回
小
学
校
５
・
６
年
生
が
中
学
校
に
来
る

体
験
授
業
な
ど
、小
中
の
関
わ
り
を
よ
り
一
層
密

に
し
て
連
携
を
深
め
る
。

③
３
年
間
の
研
究
の
検
証
と
分
析

◦�

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
や
Ｃ
Ｒ
Ｔ
の
結
果
の

経
年
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、授
業
改
善
へ
生
か
せ

る
よ
う
な
資
料
提
供
を
行
う
。

④
小
中
の
研
修
の
取
組
の「
見
え
る
化
」

◦�

小
中
一
貫
だ
よ
り
を
発
行
し
、互
い
に
校
内
研
修

の
取
組
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

【
第
１
回
校
内
研
修
会
】

　

三
笠
小
中
一
貫
教
育
の
進
め
方
を
全
体
で
確
認

し
、本
校
の
研
究
に
つ
い
て
、新
し
く
赴
任
さ
れ
た

先
生
方
に
も
伝
わ
る
よ
う
に
、４
月
初
め
に
具
体
的

な
授
業
実
践
を
模
擬
授
業
を
通
し
て
理
解
し
て
も

ら
う
工
夫
を
し
た
。そ
の
中
で
、授
業
づ
く
り
の
視

点（
資
料
①
）を
全
職
員
で
共
有
し
た
。さ
ら
に
、９

年
間
で
、子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
変
容
を
系
統
的
に

見
通
せ
る
よ
う
な
先
進
校
の
資
料（
資
料
②
）を
も

と
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

【
第
２
回
校
内
研
修
会
】

　

９
年
間
の
学
び
の
変
容（
資
料
②
）に
基
づ
き
、特

に
導
入
時
に
お
い
て
、自
ら
課
題
を
見
い
だ
せ
る
よ

う
な
授
業
に
し
て
い
く
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
研

修
し
た
。小
６
か
ら
中
３
の
子
ど
も
を
対
象
に
各
教

科
で
具
体
的
な
実
践
例
を
考
え
、グ
ル
ー
プ
交
流
し

た
あ
と
、全
体
交
流
で
様
々
な
実
践
を
紹
介
し
合
っ

た
。主
体
的
な
学
び
に
す
る
た
め
に
は
、導
入
時
の

工
夫
が
非
常
に
大
切
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
確
認

し
、今
後
の
個
々
の
研
究
授
業
で
生
か
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
で
き
た
。

【
第
３
回
校
内
研
修
会
】

　

１
年
Ａ
組
で
神
村
教
諭
に
よ
る
国
語
科
研
究
授

業
が
行
わ
れ
た
。本
校
の
研
究
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

授
業
を
行
っ
て
も
ら
い
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、

研
究
協
議
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。前
時
の

板
書
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
映
し
出
し
、本
時
に
つ

な
が
り
を
持
た
せ
る
工
夫
が
あ
っ
た
。全
体
交
流
を

行
う
際
の
指
名
計
画
も
綿
密
で
、課
題
と
正
対
し
た

ま
と
め
に
つ
な
が
る
姿
が
見
ら
れ
た
。松
井
牧
子
教

育
専
門
指
導
員
か
ら
も
助
言
を
い
た
だ
き
、今
後
の

個
々
の
研
究
授
業
に
つ
な
が
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

開会式での小田教育長・松井所長の挨拶

閉会式

授業づくりの視点
岩手大学佐藤教授の講演資料より

～児童生徒が主体的に取り組む授業づくり～

【導入】事象に問題を見いだすこと
◆�「はっきりさせたい」「調べてみたい」思いを持ち、課題

を見つける
◦�解決したくなるような、場面の提示を工夫し、問題解
決への関心・意欲を高める
◦�既習内容の振り返りや学習の流れから、解決したいこ
とを引き出したり明示したりして、課題を明確にする。

【展開】協働的に問題解決すること
◆�「解決したい」という思いで自ら追究する
◦�反応を予想して、自分の考えを持つための手立てを工
夫する。（補助プリント、補助教具、モデルの提示など）
◦�既習内容、経験、教科書などの資料を利用し、自分の考
えをつくる時間を保障する

◆�仲間との関わりを通して「そうなんだ」と気づき、納得、
理解につながる交流をする
◦�自他の考えを伝え合う活動を保証するために、ペアや
グループで学習を進める場面を設定する。
◦�ハンドサインを活用し、自分の立場を明らかにした話
し方の指導をする。
◦�ねらいに向けて、仲間と考えを練り合えるように、発
問を吟味する。

【終末】自分自身を見つめること
◆�「できた」「もっと学びたい」ことを明確にして振り返

りをする
◦�本時の授業のまとめにつながる大切な言葉を確認し、
課題に即してまとめる。
◦�本時で学んだ内容が評価できる問題や学習活動を位
置づけ、定着を見届ける。
◦�振り返りに、仲間との関わり（交流や教え合いの中で
学んだこと）、わかったこと、できるようになったこと、
仲間の良さなどを表現させる。
◦�伸びや考えの深まり、今後に生かしたいことなどを価
値づけ、自覚化させる。

令
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